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56

ーティングの時間内や直後に、多くの受講者が有効感を感じられるような、結論の出る

類のものではないと考えている。その意味では、復職支援として実施することの効果が

どれほどあるのかと問われれば明確な答えを持っていない。ただし、休職までのキャリ

アに関する捉え方ではこれからの安定した職業生活にはつながらない、すなわち「何か

が終わる」との認識を受講者が持ちやすくなるための支援方法として、それに替わる「新

しい何かがある」という情報を提供する機会、これまでの成功経験の中に「次へつなが

る何かがある」といった記憶を想起する機会となる可能性はあるだろうと考えている。

ハ．実施回数等 

グループの構成メンバーによって、このテーマ領域の実施回数の調整は必要である。

それは、プログラム参加時点ですでに自身のキャリアを振り返っている、あるいは初期

のグループミーティングをきっかけに個人ワークに取り組みはじめる受講者もいるから

である。準備段階では受講者を念頭にグループミーティングの実施回数及びテーマを計

画するが、受講者の感想やその後の個人の取り組み状況に応じた変更は大切である。

 また、最小限のテーマ設定の仕方としては、時間軸が過去であるもの（「過去の経験を

思い出そう」「働く上で大事に思うこと」など）と、正の感情を確認できるもの（「成功

体験を振り返ろう」「希望について考えよう」など）の２テーマ程度の設定が考えられる。

（２） テーマ領域２：職業生活や生活設計等、幅広い視野から復職を考えるための支援 

 

職業生活や生活設計等、幅広い視野から復職を考えるための支援のテーマ領域につい

ては、自分のキャリアを見つめ直し、自信の回復に向けた支援（テーマ領域１）や復職

後に期待される役割を整理し、実行可能な対処方法を検討するための支援（テーマ領域

３）のグループミーティングを実施する中で焦点が当たる場合が多い。その意味で、明

確な意図を持ってテーマ設定を行う場合は多くない。職業生活や地域生活、家庭生活の

どこに重点を置くかは個人の価値観の問題であり、周囲からその是非を問われるもので

もなく、個人が自分自身に問う性格のものであることから、当然と言えば当然である。

しかし、最近はワーク・ライフ・バランスという言葉が社会に浸透しつつあるため、多

くの説明をしなくとも、グループミーティングの進行中に「ワーク・ライフ・バランス

を確認してみることも大切ですね」と説明することで、受講者が考えるきっかけ作りと

なるため、機会を捉えて複数回問題提起するのも一つの方法であろう。

いずれにしても、「幸せについて考えよう」「希望について考えよう」「役割について考

えよう」など、テーマは大変抽象的である。このように明確な答えが出るものではない

事柄に取り組むことのメリットには、受講者が長期的な時間軸で将来を展望できるとい

った点が考えられる。反対にデメリットとしては、何を求められているのかわかりにく

いといった曖昧さに対する戸惑いや不安感、緊張感が生まれやすいといった点が考えら

れる。このデメリットに対しては、第２章の２で触れたように、進行方法の自由度を受

講者の状況に合わせて調整することが重要である。支援者の留意事項としては、基本的

ではあるが、テーマについて事前のアナウンスを行い、受講者自身が必要とすれば前も

って準備可能な状況を整えること、テーマ設定の主旨は問題提起であって結論を求める
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（２） テーマ領域２：職業生活や生活設計等、幅広い視野から復職を考えるための支援 
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いといった曖昧さに対する戸惑いや不安感、緊張感が生まれやすいといった点が考えら

れる。このデメリットに対しては、第２章の２で触れたように、進行方法の自由度を受

講者の状況に合わせて調整することが重要である。支援者の留意事項としては、基本的

ではあるが、テーマについて事前のアナウンスを行い、受講者自身が必要とすれば前も

って準備可能な状況を整えること、テーマ設定の主旨は問題提起であって結論を求める
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（７） 復職へのステップアップを確認する
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